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※上弦、下弦は半月です。

　この時季は6月21日の夏至に向けて夜が短くなる一方、夜空には見どころがたくさんあります。まず、日の入りか

らしばらくの間は西の空で金星が見られます。金星は一目見てわかる明るさと美しさで、その輝きから「宵の明星」

の名前で親しまれています。6月中は21時を過ぎても沈まず、じっくり見ることができます。また、5/17・18、6/16

には細い月と並んで見え、2つの天体の接近は見ごたえがあります。さらに、金星は地球よりも太陽に近い軌道を回

る惑星のため、望遠鏡では月のように満ち欠けして見えます。長期間続けて観察してみましょう。

　金星の他に、木星もこの時期に見ごろを迎えます。金星と木星の明るさや色を比べてみましょう。望遠鏡では木星

の表面に縞模様があり、4つのガリレオ衛星の並び方が毎日変化する様子を楽しめます。

　南の空には、春の星座たちがよく見えます。特に、うしかい座の「アークトゥルス」とおとめ座の「スピカ」は見

つけやすく、星座を探す際の目印になります。夜空でともに輝く様子から、2つの星は「春のめおと星」と呼ばれま

す。梅雨の時期ではありますが、晴れた日には空を見上げてみましょう。夜も暖かくなってきまし

たが、長そでを着ていくと虫よけ対策にもなり、快適に夜空を見られます。
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